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11
月
上
旬
が
タ
ネ
ま
き
の
適
期
で
す
。
小
さ
い
株
で
越
冬

し
、
越
冬
中
の
低
温
に
よ
り
花
芽
が
形
成
さ
れ
、
春
に
開

花
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
気
温
が
上
が
り
始
め
る
春
に
タ

ネ
を
ま
く
と
低
温
を
受
け
る
期
間
が
短
く
な
る
の
で
、
花

芽
の
分
化
が
不
十
分
と
な
っ
て
、
花
つ
き
が
悪
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

越
冬
栽
培
が
困
難
な
冷
涼
地
で
は
、
３
～
４
月
に
タ
ネ

を
ま
い
て
、
ポ
ッ
ト
育
苗
を
し
て
植
え
付
け
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

早
春
に
な
る
と
急
に
成
長
が
進
み
ま
す
。
そ
う
す
る
と

枝
が
茂
り
す
ぎ
る
の
で
、
実
つ
き
を
よ
く
す
る
た
め
に
、

枝
の
整
理
を
し
て
株
の
中
に
日
光
を
十
分
に
当
て
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

ソ
ラ
マ
メ
の
生
育
が
旺
盛
な
時
は
、
枝
が
10
本
以
上
も

出
ま
す
が
、
弱
い
枝
を
除
い
て
６
～
７
本
の
強
い
枝
を
残

し
ま
す
。
そ
の
後
、
株
元
に
土
寄
せ
を
し
て
お
く
と
、
後

か
ら
発
生
し
て
く
る
枝
の
成
長
を
抑
え
、
倒
伏
防
止
に
も

な
り
ま
す
。

　

エ
ン
ド
ウ
は
弱
い
枝
を
除
い
て
、
葉
に
し
っ
か
り
日
光

が
当
た
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ソ
ラ
マ
メ
に
被
害
を
与
え
る
ア
ブ
ラ
ム
シ
は
茎
葉
を
吸

汁
し
て
、
生
育
を
弱
ら
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ウ
イ
ル
ス

病
を
媒
介
し
ま
す
。
春
に
な
れ
ば
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
つ
き
や

す
い
茎
葉
の
先
端
を
摘
芯
し
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
飛
来
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
エ
ン
ド
ウ
の
葉
に
、
白
い
筋
状
の
ナ
モ
グ
リ
バ

エ
の
幼
虫
に
よ
る
食
害
の
跡
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
多
発
す
る
と
、
葉
全
体
が
白
く
枯
れ
上
が
っ

て
し
ま
う
の
で
、
発
生
初
期
に
防
除
し
ま
す
。

　

ソ
ラ
マ
メ
は
、
莢さ
や

が
上
を
向
く
の
で
「
空
豆
」
、
莢
の

形
が
蚕
の
繭
に
似
て
い
る
の
で
「
蚕
豆
」
と
も
書
き
ま
す
。

た
ん
ぱ
く
質
と
糖
質
が
主
な
成
分
で
、
代
謝
を
円
滑
に
す

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
や
高
血
圧
予
防
に
効
果
的
な
カ
リ
ウ
ム
、

貧
血
を
予
防
す
る
鉄
分
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
す
。

　

エ
ン
ド
ウ
は
若
い
莢
を
食
べ
る
莢
エ
ン
ド
ウ
、
実
が
大

き
く
な
り
、
み
ず
み
ず
し
い
莢
の
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
、

そ
し
て
若
く
充
実
し
た
マ
メ
を
と
る
実
と
り
エ
ン
ド
ウ
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
応
じ
た
品
種
を
使
い
ま
す
。
莢

エ
ン
ド
ウ
は
カ
ロ
テ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
食
物
繊
維
を
豊

富
に
含
む
緑
黄
色
野
菜
で
す
。
莢
エ
ン
ド
ウ
、
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
、
実
と
り
エ
ン
ド
ウ
の
い
ず
れ
も
、
マ
メ
の
部

分
に
は
た
ん
ぱ
く
質
が
多
く
、
体
の
成
長
に
不
可
欠
な
必

須
ア
ミ
ノ
酸
の
リ
ジ
ン
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

マ
メ
科
野
菜
は
、
同
一
の
畑
で
連
作
す
る
と
生
育
障
害

が
出
や
す
い
で
す
。
こ
れ
ら
を
栽
培
す
る
際
は
、
４
～
５

年
は
マ
メ
科
野
菜
を
栽
培
し
て
い
な
い
畑
を
選
ぶ
こ
と
が

大
切
で
す
。
連
作
障
害
が
起
こ
る
原
因
は
、
根
か
ら
出
る

有
害
物
質
が
畑
に
残
っ
て
い
る
こ
と
や
、
病
原
菌
や
セ
ン

チ
ュ
ウ
の
増
加
に
よ
る
生
育
障
害
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
ラ
マ
メ
と
エ
ン
ド
ウ
の
根
は
呼
吸
が
盛
ん
な

た
め
、
酸
素
が
不
足
す
る
と
根
傷
み
を
起
こ
す
場
合
が
あ

り
ま
す
。
通
気
性
が
あ
り
、
排
水
の
よ
い
畑
を
つ
く
る
た

め
に
、
日
頃
か
ら
堆た
い

肥ひ

な
ど
の
有
機
物
を
入
れ
て
土
づ
く

り
を
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ソ
ラ
マ
メ
と
エ
ン
ド
ウ
は
、
中
間
地
で
は
10
月
中
旬
～

品
種
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
栄
養
が
取
れ
る

実
つ
き
を
よ
く
す
る
た
め
に

病
害
虫
の
防
除

マ
メ
科
野
菜
は
連
作
に
注
意

晩
秋
に
タ
ネ
を
ま
き
、
幼
苗
で
越
冬
す
る

おいしく作る秘訣
ソラマメ エンドウ 実とりエンド

ウ

神奈川県農業技術センターなどで
野菜の研究と技術指導に従事後、
（社）日本施設園芸協会で施設園
芸及び加工・業務用野菜の生産・
流通振興に携わる。現在は園芸研
究家、野菜ソムリエ。

成
なり

松
まつ

 次
じ

郎
ろう間もなくソラマメやエンドウのタネまき適期を迎えます。

小さめの苗で冬を越すと、早春から生育が旺盛に進みます。
栽培管理の各ポイントをしっかり押さえて、順調な収穫に
つなげましょう。
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　タネまき2週間前までに畑1㎡当たり苦土石灰 100 g を全
面に施し、土とよく混ぜておきます。次に、タネまき１週間
前に畝幅約 120 ㎝をとり、深さ約20㎝の溝を掘ります。この
溝１ｍ当たり化成肥料（チッソーリン酸ーカリ＝10ー10ー10）
を 100 g （チッソ成分で10 g ）と堆肥１㎏を溝に入れてから
土を戻し、幅40～50㎝の栽培床を
つくります。

　中間地では10月中旬～11月上旬がタネまき適期です。早ま
きして年内に生育が進みすぎないことが大切です。冷涼地で
は３〜４月にタネをまいて、ポット育苗をして植え付けます。
育苗する場合は、小さなポットなどにタネをまき、ソラマメ
は本葉２枚のころ、エンドウは本葉３～４枚のころに畑に植
え付けます。ソラマメは、タネの黒い筋（おはぐろ）を斜め
下にしてタネの一部がわずかに見える程度に1粒まき、エン
ドウは３～４粒まきます。

ソラマメは本葉２枚くらいのころに植え付ける。

連結ポットにタネを
まき、発芽し始めた
エンドウ。

植え付け適期のエン
ドウ苗のイメージ。

育苗する場合は、小型のポリ
ポットにソラマメは１粒まき、
エンドウは３〜４粒まく。

ソラマメ、エンドウどちらも、株元が埋まる程度に土寄せし、
株が倒れるのを防ぐ。

タネの黒い
筋（おはぐ
ろ）を斜め
下にしてタ
ネの一部が
わずかに見
える程度に
まく。

ソラマメ・エンドウ　栽培のポイント
　直まきする場合は、ソラマメは株間40㎝程度にして、１カ
所に2粒まき、エンドウは株間30㎝程度で1カ所に４〜５粒
まきます。いずれも発芽のころに鳥害を受けやすいため、不
織布のベタがけなどで保護します。
　発芽が揃ったら、ソラマメは1本、エンドウは２～３本を
残し、ほかは間引きます。冬は、寒

かん
冷
れい
紗
しゃ
のトンネルがけで霜

よけをするとよいでしょう。

　春先に生育の勢いがよくなり始めたころと、開花を始めた
ころに、前述の化成肥料を畝１m当たり各30 g 程度（チッソ
成分で約３ g）与えます。スナップエンドウ、実とりエンド
ウでは、さらに莢の肥大期にも同様に追肥します。追肥後は、
株元に土寄せをしておきます。

土づくりと畝
うね

立て

タネまきと育苗

追肥と土寄せ

化成肥料と堆肥を溝に入
れてから土を戻し、幅40
〜50㎝の栽培床をつくる。

栽培床の幅40〜50㎝

ソラマメエンドウ

溝の幅約30㎝ 畝幅約 120 ㎝

深さ約20㎝

直まきする場合は、鳥害を防ぐため
不織布のベタがけなどで保護する。

株間
約40㎝

株間
約30㎝

エンドウ

ソラマメ
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